





















































2  「こういう類」は「こういう / そういう / ああいう」をまとめたもの、「こういっ
た類」は「こういった / そういった / ああいった」をまとめたものである。
3  「こんな類」は「こんな / そんな / あんな」をまとめたものである。










































　表１によると、「こういう」の出現数は 20499 件、出現の割合は 88.2％、「こ
ういった」の出現数は 2730 件、出現の割合は 11.8％であった。BCCWJ では、
出現の割合の約 88％が「こういう」、約 12％が「こういった」であることが分
かった。





ジャンル こういう こういった 合計
書籍 6071（85.0％） 1074（15.0％） 7145（100.0％）
　表２によると、「こういう」の出現数は 6071 件、出現の割合は 85.0％、「こ
ういった」の出現数は 1074 件、出現の割合は 15.0％であった。全ジャンルでは、
「こういう」の出現の割合が約 88％、「こういった」の出現の割合が約 12％であっ
たが、書籍のみでは、「こういった」の出現の割合が約３％増えたことがうか

































ジャンル こういう こういった 合計
書籍 5801（84.9％） 1029（15.1％） 6830（100.0％）
　表３を見ると、「こういう」の出現数は 5801 件、出現の割合は 84.9％、「こ


















































































１ こと 72（14.4％） １ こと / 事 39（7.8％）
２ とき / 時 27（5.4％） ２ もの 12（2.4％）
３ の 13（2.6％） ３ 問題 11（2.2％）
４ ところ / 所 11（2.2％） ４ 場合 ６（1.2％）
５ もの ８（1.6％） ５ ケース、言葉、意味、ところ ５（1.0％）
６ 状況、かたち / 形、ばあい / 場合、問題 ７（1.4％） ９ 事情、考え方 ４（0.8％）
10 人 ６（1.2％）
その他 356（71.2％） その他 423（84.6％）






















割合は 85.8％、連体修飾＋名詞の場合の出現数は 71 件、出現の割合は 14.2％
であった。一方、「こういった」の後接が名詞の場合の出現数は 399 件、出



































































































コーパス こういう こういった 合計
BTSJ 267（97.1％） ８（2.9％） 275（100.0％）
　表９より、「こういう」の出現数は 267 件、出現の割合は 97.1％、「こういった」
の出現数は８件、出現の割合は 2.9％であった。表９から、「こういった」は話
し言葉ではあまり使用しないことがうかがえる。
　そして、BCCWJ と BTSJ における「こういう」「こういった」の出現数と
出現の割合は、表 10 のとおりである。
表 10．BCCWJ と BTSJ における「こういう」「こういった」
コーパス こういう こういった 合計
BCCWJ 5801（84.9％） 1029（15.1％） 6830（96.1％）
BTSJ 267（97.1％） ８（2.9％） 275（3.9％）
合計 6068（85.4％） 1037（14.6％） 7105（100.0％）
　表 10 より、BCCWJ では「こういう」の出現数は 5801 件、出現の割合は
84.9％、「こういった」の出現数は 1029 件、出現の割合は 15.1％であった、一方、
BTSJ では「こういう」の出現数は 267 件、出現の割合は 97.1％、「こういった」
の出現数は８件、出現の割合は 2.9％であった。









































（例）　/ 沈黙 6 秒 / なんかあのー、まあ小ぢんまりとした授業なんかはこういっ
た（おー）### 教室でっていう。（（10）の改変前、点線は筆者による）
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